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序 章 
                                                              
第一章 居場所を求めて                       
  ―『分身』にみる日中混血少女の心の闇 






第二章 「外地と引揚げ」時代の記憶                
   ―『重き流れに』にみる〈満州〉 
    第１節 はじめに 
第２節 モチーフの探求―創作ノートを中心に 
第３節 異郷の地「満州」への「移動」 
      ３－１ 大陸に賭けた男の「夢」と挫折  
３－２ 〈妻〉の怨念と抵抗の物語 
第４節 〈満州〉を生き延びる女性群像 
  ４－１ 満州への進出と女たち 
―〈性〉の移動とジェンダ－ 
      ４－２ もうひとつの孤独な女たちの物語 
      ４－３ 哈爾濱に生きる様々な群像 
                                                   




   ５－１ 引揚げの開始 
   ５－２ 生き延びた母の再生       
   ５－３ 「満州っ子」二世の出発 
 
第三章 闇市のマリア                       





      １－４ 戦争が生んだ「浮浪児」たち 
    第２節 闇市のマリアという存在 
第３節 闇市から「紡がれた」ひとつの戦後史 
 
第四章 被爆と在日の狭間で                 
―『樹影』にみる敗戦後の〈ナガサキ〉 
第 1 節 はじめに 
第２節 「在日」という問題―在日華僑家族の絆・父と娘の物語 




終 章                          
  添付資料 











































                                                   
2 キャシ－・カル－ス著 下河辺美知子訳『トラウマ・歴史・物語 持ち主なき出来事』(みすす書房 2005･
1･28) 
 キャシ－・カル－ス編 下河辺美知子監訳『トラウマへの探究 証言の不可能性と可能性』(作品社
2000･5･20) 
3 水田宗子『大庭みな子 記憶の文学』(平凡社 2013･3) 
4 ジョン・W・ダワ― 外岡秀俊訳 『忘却のしかた、記憶のしかた 日本・アメリカ・戦争』(岩波書
店 2013･8)  


































                                                   
6 ジョン・W・ダワ― 外岡秀俊訳 『忘却のしかた、記憶のしかた 日本・アメリカ・戦争』(岩波書
店 2013･8)   
7水田宗子・北田幸恵編『女性の原型と語りなおし 山姥たちの物語』（學藝書房 2002・2） 
8 岡真理『（思考のフロンティア）記憶/物語』（岩波書房、2000・2）の中で、「〈出来事は、まず語られね
ばならない。伝えられねばならない。〈出来事〉の記憶は他者と共有されねばならない」と述べている。 






































                                                   





































                                                   
11 村上陽子『出来事の残響―原爆文学と沖縄文学』(インパクト出版会 2015・7)  
12 佐多稲子全集第 15 巻 月報 15「解題〈美しい時間〉への挽歌」（講談社 1979･2） 
8 
 
を見つめ表象化した文学は、日本近代の陰影をそのままを映し出し、その意味で時代の記
憶の証言者となって立ち上がってきたことをみてきた。その過去の重き「戦争の時代」の
証言から、「戦争の出来る国」へ向かう「現在」へ、さらに「未来」へ投げかける危機的状
況への喫緊の警告を読むことになった。 
